
運
　
営

出
版
会
活
動

受
章
・
受
賞

30

2013.02
—2013.07

◆
深
井
隆
教
授
が「
紫
綬
褒
章
」を
受
章

　

美
術
学
部
彫
刻
科
の
深
井
隆
教
授
が
、
平
成

二
十
五
年
春
の
褒
章
に
お
い
て
、
紫
綬
褒
章
を
受

章
し
た
。

◆
三
田
村
有
純
教
授
が

　
「
第
五
十
二
回
日
本
現
代
工
芸
美
術
展

　

内
閣
総
理
大
臣
賞
」を
受
賞

　

美
術
学
部
工
芸
科（
漆
芸
）
の
三
田
村
有
純
教

授
が
、
第
五
十
二
回
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
に
お

い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

◆
野
平
一
郎
教
授
が「
第
六
十
一
回
尾
高
賞
」を

　

受
賞

　

音
楽
学
部
作
曲
科
の
野
平
一
郎
教
授
が
、
第

六
十
一
回
尾
高
賞
を
受
賞
し
た
。
受
賞
作
品
は「
彼

方
、
そ
し
て
傍
ら
に
～
ハ
ー
プ
と
室
内
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
た
め
の
～
」

◆
Ｄ
Ｖ
Ｄ『
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻 

第
四
期
生
修

了
作
品
集
2
0
1
3
』を
三
月
八
日
よ
り
発
売

　

横
浜
に
拠
点
を
置
く
大
学
院
映
像
研
究
科
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
。
第
四
期
生
修
了
制
作
十
五
作

品
と
、
一
年
次
制
作
十
三
作
品
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
販
売
。
独
創
性
に
富
ん
だ
十
五
の
視
点
か
ら
、

学
生
た
ち
が
二
年
間
を
費
や
し
て
探
究
し
た
「
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
表
現
と
の
対
話
」。
そ
の
成
果
物
と

し
て
生
ま
れ
た
作
品
群
か
ら
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
芸
術
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
を
予
感
さ
せ
る
。

◆
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
映
画
専
攻 
第
六
期
生
修
了
作
品
集

2
0
1
2
』を
七
月
一
日
よ
り
発
売

　

大
学
院
映
像
研
究
科
映
画
専
攻
の
第
六
期
生
修

了
制
作
作
品
集
。
当
Ｄ
Ｖ
Ｄ
収
録
の
『
虚
し
い
だ

け
』は
、
第
六
回
田
辺
弁
慶
映
画
祭
に
て
グ
ラ
ン

プ
リ
を
獲
得
し
、
テ
ア
ト
ル
新
宿
に
て
劇
場
公
開

さ
れ
た
。
ま
た
他
の
三
作
品
も
国
内
外
の
映
画
祭

や
劇
場
に
て
上
映
さ
れ
、
現
在
も
大
き
な
注
目
を

集
め
て
い
る
。
監
督
・
製
作
・
脚
本
・
撮
影
照
明
・

美
術
・
サ
ウ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
、
編
集
、
そ
れ
ぞ
れ

の
領
域
の
学
生
が
、
集
大
成
と
し
て
取
り
組
ん
だ

修
了
制
作
作
品
集
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
京
藝
術
大
学
出
版
会
の
出
版
物
等
は
、
藝

大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
、
ア
マ
ゾ
ン（
ネ
ッ
ト
販
売
）

お
よ
び
一
般
書
店
に
て
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ（
〇
五
〇
―

五
五
二
五
―
二
一
〇
二
）ま
で

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
話

を
す
る
と
と
も
に
、
文
化

芸
術
の
振
興
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　

学
内
視
察
で
は
、
奏
楽

堂
、
文
化
財
保
存
学
日
本

画
研
究
室
、
彫
刻
科
、
工

芸
科
鍛
金
研
究
室
、
陳
列

館
を
視
察
し
、
最
後
に
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
を
訪

問
し
、
教
員
等
の
作
品
を
鑑
賞
し
た
。

◆
文
化
庁
長
官
が

　
「
夏
目
漱
石
の
美
術
世
界
展
」を
鑑
賞

　

近
藤
文
化
庁
長
官（
当
時
）が
五
月
十
六
日

（
木
）、
本
学
を
訪
問
し
、
大
学
美
術
館
の
展
覧

会
「
夏
目
漱
石
の
美
術
世
界
展
」を
宮
田
学
長
、

古
田
大
学
美
術
館
准
教
授
の
案
内
に
よ
っ
て
鑑

賞
し
た
。

　

展
覧
会
は
開
幕
３
日
目
で
、
午
前
中
に
も
関
わ

ら
ず
多
く
の
お
客
様
が
ご
入
場
さ
れ
て
い
る
な

か
、
近
藤
長
官
は
古
田
准
教
授
の
説
明
に
熱
心
に

聞
き
入
り
な
が
ら
、
全
展
示
室
を
鑑
賞
し
た
。

　

当
初
は
展
覧
会
鑑
賞
後
、
お
帰
り
に
な
る
予

定
だ
っ
た
が
、
急
遽
、
美
術
学
部
絵
画
棟
で
行

わ
れ
て
い
た
絵
画
科
油
画
専
攻
の
講
義（
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
芸
術
家
を
見
据
え
て
の
実
践
的

な
英
会
話
の
講
義
）を
保

科
美
術
学
部
長
、
絵
画
科

坂
口
教
授
の
案
内
で
視

察
し
た
。

　

視
察
中
に
は
講
義
に
飛

び
入
り
参
加
し
、
学
生
に

対
し
て
、
外
交
官
時
代
の

経
験
か
ら
、
国
際
社
会
に

お
い
て
は
、
語
学
を
駆
使

し
て
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
こ
と
が
と
て
も
重
要

な
の
で
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て

学
ん
で
ほ
し
い
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
た
。

◆
平
成
二
十
四
年
度
卒
業
式

　

三
月
二
十
五
日

（
月
）、
奏
楽
堂
に
て
平

成
二
十
四
年
度
卒
業
式

が
実
施
さ
れ
た
。

　

学
長
式
辞
で
は
、「
火

（
ひ
）」と
「
軍（
ぐ
ん
）」

と
が
重
な
っ
た
「
煇（
か

が
や
く
）」と
い
う
文
字

を
、「
き
ら
め
き
を
心
の

中
に
持
ち
志
を
同
じ
く
す

る
仲
間
と
一
緒
に
前
進
す

る
こ
と
で
、
素
晴
ら
し
い

『
か
が
や
き
』を
得
る
に
至

っ
た
今
日
の
あ
な
た
た
ち

を
表
し
た
文
字
」と
説
明

し
、「
藝
大
で
培
っ
た
そ

の
輝
く
力
で
、
大
い
に
世
の
中
に
影
響
を
与
え
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
『
か
が
や
き
』を
失

い
か
け
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
自
ら
の
『
か
が
や

き
』で
優
し
く
包
ん
で
そ
れ
を
甦
ら
せ
、
共
に
素

晴
ら
し
い
世
界
を
作
っ
て
い
く
こ
と
も
、
あ
な
た

た
ち
の
使
命
だ
」と 

広
い
世
界
へ
と
旅
立
つ
若
者

た
ち
を
激
励
し
た
。

◆
平
成
二
十
五
年
度
入
学
式

　

四
月
五
日（
金
）、
奏
楽

堂
に
て
平
成
二
十
五
年
度

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　

学
長
式
辞
で
は
、
宮
田

学
長
が
式
辞
の
最
中
に
壇

上
で
「
作
」と
い
う
文
字

を
揮
毫
し
、「
小
枝
を
束
ね

て
垣
根
を
作
る
様
子
を
表

す
こ
の
字
は
、
一
人
一
人

が
団
結
し
て
物
事
に
取
り

組
み
、
掲
げ
る
理
念
を
形

に
す
る
こ
と
に
も
通
じ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
の
学
生

生
活
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
る
の
だ
か
ら
、
明
日

と
言
わ
ず
、
こ
の
文
字
が

示
す
よ
う
な
心
を
も
っ
て
、
今
か
ら
す
ぐ
に
前
進

を
始
め
て
も
ら
い
た
い
」と
述
べ
、
大
学
生
活
の
ス

タ
ー
ト
を
切
る
学
生
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

◆「
学
長
と
語
ろ
う　

こ
ん
さ
ー
と
」

　

ゲ
ス
ト
に
元
横
綱
・
北

勝
海
の
八
角
信
芳
氏
を
招

き
、六
月
二
十
二
日（
土
）、

第
十
三
回
「
学
長
と
語
ろ

う　

奏
楽
堂
ト
ー
ク
＆
コ

ン
サ
ー
ト
」が
開
催
さ
れ

た
。
会
場
の 

本
学
奏
楽

堂
で
は
、
九
百
名
を
超
え

る
お
客
様
が
約
二
時
間
に

わ
た
り
対
談
と
演
奏
会
を

楽
し
ん
だ
。

　
「
伝
統
を
ま
も
る
！
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
第
一

部
の
ト
ー
ク
で
は
、
八

角
親
方
の
現
役
時
代
、

休
場
し
た
際
の
リ
ハ
ビ

リ
の
苦
労
な
ど
が
語
ら
れ
た
。
ま
た
、ス
ク
リ
ー

ン
に
優
勝
決
定
の
取
り
組
み
な
ど
が
流
さ
れ
る

と
、
客
席
か
ら
は
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
た
。

　

第
二
部
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
藝
大
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

《
交
響
曲
第
五
番
》「
運
命
」（
指
揮
・
澤
和
樹
教
授
）、

松
下
功　

交
響
詩《
相
撲
甚
句
》（
指
揮
・
松
下
功

教
授
）が
演
奏
さ
れ
た
。
交
響
詩《
相
撲
甚
句
》で

は
、
勢
関
、
鶴
乃
湖
、
安
芸
乃
川
の
三
力
士
が
登

場
し
、
見
事
な
美
声
を
披
露
し
た
。。

◆
下
村
文
部
科
学
大
臣
が
本
学
を
視
察

　

下
村
文
部
科
学
大
臣
が
四
月
十
九
日（
金
）、
本

学
を
訪
問
し
、
宮
田
学
長

等
と
の
懇
談
及
び
学
内
施

設
の
視
察
を
行
っ
た
。

　

学
長
室
で
の
懇
談
で

は
、
宮
田
学
長
、
渡
邊
理

事
、
北
郷
理
事
、
畑
中
理

事
、
越
川
副
学
長
、
澤
副

学
長
か
ら
藝
大
の
活
動
や



藝
大
基
金
寄
附
者
ご
芳
名
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東
京
藝
術
大
学
基
金（
藝
大
基
金
）へ
温
か
い

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
、
心
よ
り
深
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
本
号
で
は
、
藝
大
基
金
を
創
設
致

し
ま
し
た
平
成
二
十
四
年
十
月
四
日
か
ら
平
成

二
十
五
年
七
月
末
日
ま
で
に
寄
附
申
込
い
た
だ
い

た
皆
様
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す（
掲
載
を
ご
承

諾
い
た
だ
け
た
方
の
み
）。

　

東
京
藝
術
大
学
は
、
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
よ

り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
末
永
く
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

《
個
人
の
皆
様
》

　

小
瀬
村
幸
子
様　

一
千
万
円

　
　
　
（
本
学
元
オ
ペ
ラ
研
究
部
演
奏
研
究
員
）

　

小
薬
正
男
様　
　
　

百
万
円

　

西
川
こ
ず
え
様　
　

十
万
円

　

森
脇
慎
也
様　
　
　

一
万
円

展覧会・演奏会の最新情報は、
東京藝術大学公式 Web サイト

（http://www.geidai.ac.jp/）を
ご覧ください。

● 展覧会についてのお問い合わせ先

　東京藝術大学大学美術館
　Tel. 050-5525-2200
　NTT ハローダイヤル
　Tel. 03-5777-8600

● 演奏会についてのお問い合わせ先

　東京藝術大学演奏藝術センター 
　Tel. 050-5525-2300

● 演奏会チケットの取り扱い

　藝大アートプラザ 
　Tel. 050-5525-2102
　ヴォートル・チケットセンター
　Tel.03-5355-1280
　チケットぴあ
　Tel. 0570-02-9999　
　（一部携帯電話・PHS・IP 電話は
　ご利用いただくことができません。） 

　東京文化会館チケットサービス
　Tel. 03-5685-0650
　イープラス（e+）　
 　http://eplus.jp/

● 藝大アートプラザのご案内

　Tel. 050-5525-2102

◆
第
五
十
九
回
五
芸
術
大
学
体
育
・

　

文
化
交
歓
会（
東
京
大
会
）を
本
学
で
開
催

　

五
月
二
十
三
日（
木
）か
ら
二
十
六
日（
日
）ま
で

の
四
日
間
、
本
学
に
て
第
五
十
九
回
五
芸
術
大
学

体
育
・
文
化
交
歓
会（
通
称
：
五
芸
祭
）が
開
催
さ

れ
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「depA

R
Ture

」。ART

を

内
包
し
た
こ
の
テ
ー
マ
「depA

R
Ture

」に
は
、

芸
術
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
新
た
な
社
会
の
変

革
の
先
陣
を
切
っ
て
行
き
た
い
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
の
前
回
東
京
大
会

が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
開
催
中
止
と

な
っ
た
た
め
、
八
年
ぶ
り

と
な
っ
た
東
京
大
会
は
、

総
合
工
房
棟
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で

華
や
か
に
開
幕
し
、
学
生

に
よ
る
作
品
展
、
ア
ー
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
講
演
会
、

五
校
企
画
イ
ベ
ン
ト
、
四

校
合
同
演
奏
会
や
ス
ポ
ー

ツ
競
技
で
四
日
間
大
い
に

盛
り
上
が
り
閉
会
し
た
。

◆
今
年
度
上
半
期
に
開
催
さ
れ
た

　

主
な
展
覧
会
、
演
奏
会
記
録

《
大
学
美
術
館
》

FEN
D

I - U
N

 A
RT A

U
TRE 

A
nother K

ind of A
rt,

C
reation and Innovation in 

C
raftsm

anship

～
フ
ェ
ン
デ
ィ　

も
う
ひ
と
つ
の
ア
ー
ト
、
ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
軌
跡
～

　

会
期　

四
月
三
日
～
四
月
二
十
九
日

　

入
場
者
数　

一
万
五
三
一
五
名

藝
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展　

春
の
名
品
選

　

会
期　

四
月
五
日
～
五
月
六
日

　

入
場
者
数　

二
万
六
百
七
名

夏
目
漱
石
の
美
術
世
界
展

　

会
期　

五
月
十
四
日
～
七
月
七
日

　

入
場
者
数　

七
万
四
五
一
八
名

《
奏
楽
堂
》

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
定
期

新
卒
業
生
紹
介
演
奏
会

　

開
催
日　

四
月
十
九
日

　

入
場
者
数　

七
九
七
名

「
消
え
る
昭
和
～
そ
の
時
、
世
界
は
？
」第
１
回

戦
争
の
世
紀
①
～
二
つ
の
戦
争
の
は
ざ
ま
で

　

開
催
日　

五
月
十
八
日

　

入
場
者
数　

二
三
一
名

◆「
藝
大
通
信
」編
集
部
で
は
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
号
の
内
容
に
つ
い
て
の
ご
感
想
や
、
今
後
の
ご
要
望
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

こ
ち
ら
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
一一
〇
ー
八
七
一
四　

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
十
二
ー
八

東
京
藝
術
大
学
総
務
課
内　

藝
大
通
信
編
集
部

フ
ァ
ッ
ク
ス 

０
３–

５
６
８
５–

７
７
６
０　

E-m
ail toiaw

ase@
m

l.geidai.ac.jp
第
四
十
八
回
藝
大
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（
藝
大
定
期
第
三
五
七
回
）

　

開
催
日　

五
月
二
十
三
日

　

入
場
者
数　

七
百
二
名

藝
大
２１　

創
造
の
杜
2
0
1
3　

藝
大
現
代
音
楽
の
夕
べ

　

開
催
日　

六
月
七
日

　

入
場
者
数　

四
百
八
名

「
消
え
る
昭
和
～
そ
の
時
、
世
界
は
？
」第
２
回

戦
争
の
世
紀
②
～
東
西
冷
戦
と
音
楽

　

開
催
日　

六
月
十
六
日

　

入
場
者
数　

二
九
二
名

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
定
期

（
藝
大
定
期
第
三
五
八
回
）

　

開
催
日　

六
月
二
十
一
日

　

入
場
者
数　

六
七
八
名

東
京
藝
大
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
２１
回
定
期
演
奏
会

　

開
催
日　

六
月
二
十
九
日

　

入
場
者
数　

六
六
一
名

◆
藝
大
フ
レ
ン
ズ
加
入
者
状
況

加
入
者
数（
平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日
現
在
）

賛
助
フ
レ
ン
ズ 　
　
　

個
人
四
二
三
名　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
人
団
体
四
社 

特
別
賛
助
フ
レ
ン
ズ 　

個
人
十
三
名

《
法
人
の
皆
様
》

FEN
D

I AD
ELE S.R.L.

様
一
千
三
二
八
万
一
六
五
〇
円

大
日
本
印
刷
株
式
会
社
様　
　

一
千
万
円

日
本
国
土
開
発
株
式
会
社
様　

一
千
万
円

松
陰
神
社
様　
　
　
　
　
　
　

五
十
万
円

上
野
製
薬
株
式
会
社
様　
　
　

三
十
万
円

株
式
会
社
ア
サ
ツ
ー 

デ
ィ
・
ケ
イ
様

第
一
工
業
株
式
会
社
様

お
問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
渉
外
事
業
企
画
室

０
５
０‐５
５
２
５‐２
０
２
５

藝
大
基
金
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

http://fund.geidai.ac.jp/

第27号刊行にあたって

　決められた方向性の中でどなたに
話しをうかがえばよろしいか、様々
な角度から検討され会議の中で粛々
と決められてゆく。
　今号も実に振り幅の大きい豊か
な人選となり、読み応えがある。た
だ私たちはこの貴重な資源を誰に向
かって発信しているのか、私たちが
持つべき情報発信力の中でこの雑
誌の位置と効果とはどのようなもの
なのだろうか、この辺で今一度考え
てみる必要があるだろう。

藝大通信編集長
松下 計


